








































































































































































































平 野 順 雄
メルヴイルは別種の人間を,神々しい無為(the DivineInert)の法廷と呼ぶ一団に属す人
を設定したのである｡
私は無為に関するメルヴイルの思想の諸局面を強調することができる,なぜかと言えば,
注意してほしい,それぞれの場合,無為の感覚もしくは無為の必要性,あるいは安らぎの状
態としての受動性の感覚が,メルヴイルの考案した最も迅速で強力な行為と結び付けられる
からだ｡鯨自身の素早さ,エイハブの尋常でない意志,そして鈷打ちが錯を放ち,鯨を殺す
能力｡世界は無為の構造によって成り立っているのが現実で,その現実が事物に影響を与え
るだけでなく,次にはその影響を受けるのである｡
『白鯨』とその作家を体験することについて,次の事実が最も適切であると,私は思う｡『白
鯨』は,先立つ分だけ少ないどころか,リーマンの観察のより特徴的なところを持っている｡
すなわち世界の韻律的構造は,無為の構造と非常に親密に結びついているために,韻律の場
(芸術とは測定である)は必然的に柔軟になる(今日われわれが絵画や文学や音楽に見出す
ものだ)その瞬間,無為の場それ自体が柔軟になるのだ｡
このことは,重力現象と,無為の場が物体に依存していることから,アインシュタインが
確立したものだ｡私は包括的であろうと心掛けている,初めの論点を貫くためだ｡それは,
もし人間が,ある種の芸術や科学の外側で今日もなお最もなし難いことを行なわなければ,
人間よりも事物が広範な危険をもたらすということだ｡最もなし難いこととは,事物が,そ
れも現在の事物が絶対の状態にあることを信じることだ｡事物が絶対的状態にあるのは,現
実の構造が柔軟だからだ,量子は解体して波動になる,すべては流れるが,存在し,永遠に
なるのだ,手段が等しければ｡
｢等しいとは,現実そのものと等しいこと｣の全訳は以上の通りである｡[以下 次号]
本研究は,平成25-28年度科学研究費助成事業,基盤研究(C)25370316の支援を受けた｡
注
1.イギリスロマン派の詩人ジョン･キーツ(JohnkeatsBolyai,1795L1821)は,その否定的能力もしくは消
極的能力によって,ドイツ観念論の大成者ヘーゲル(GeorgWilhelmFriedrichHegel,1770-1831)を20
世紀になっておびやかした,という意味であるが,正確には分からない｡
2.ボーヤイ(J畠nosBolyai,1802-60)は,ハンガリーの数学者｡平行線論を研究したハンガリーの数学者フ
ァルカス･ボーヤイ(FarkasBoyai,1775-1856)の子｡非ユークリッド幾何学の建設者の一人｡
3.ロバチェフスキー(NicholayIvanovichLobachevsky,1792-1856)は,ロシアの数学者｡非ユークリッド幾
何学を創始した｡
4.談話(discourse)とは.言葉による思想の伝凰会話,話の意｡言語学では.文(sentence)よりも長く,
かつ,まとまりをもった言語単位を意味し,話されたものも書かれた｡
5.ゲッティンゲン大学講師就任講演である｡
6.原注によれば,771ePheHammeI･edSteelofHemanA4e力亜e,byMiltonR.Stern(Urbana:Universityof
IllinoisPress,1957)である｡
7.ニュートンの『注解』とは『プリンキピア』として知られる,ニュートンの著書『自然哲学の数学的原理』
(f視血s叩力点eAなど山召血凸血c虚血ルね血ヲ皿∂止a1687年初版)の1713年版に付け加えられた,難解なテク
スト｡ここでニュートンはデカルトやライプニッツに反対し,利の本性に関する試論を展開している｡
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｢等しいとは､現実そのものと等しいこと｣について
8.ランドロM(Landreau)不詳｡
9.ケーリー(SirGeorgeCayley,1773-1857)は,英国の科学者･発明家｡空気力学の先駆者｡人間を乗せて
飛ぶことのできるグライダーを初めて製作した(1853)｡のちに飛行機製造に使われる設計原理を定式化し
た｡英掛航空界の父と呼ばれる｡
10.フェリックス･クライン(FelixKlein.1849-1925)は,ドイツの数学者｡ゲッティンゲン大学数授(1886-1913)
群論を用いてさまざまな幾何学を総合した論文血海月geノー触Ⅵm皿(1872)は,幾何学の発展に大きな影
響を及ぼした｡
11.師(Master)とは,エズラ･パウンド(EzraPound.1885-1972)を指すと思われる｡チャールズ･オルソン著『マ
クシマス詩篇』(CharlesOIson,77]eMaxbnus月っems,1983)中の"TheTwist''冒頭にバウントらしい人
が出てくる｡86頁参照｡またジョーージリ〈タリック編凋チャールズ･オルソン著｢マクシマス詩篇｣案内』(月
GujdefoTheMaximusPoemsofCムazlesO血on.1978)には,"TheTwist"に関する参考文献が載せてあ
る｡その125頁を見ると夢の中に出てくる師はユズラ･バウントである｡才出稿を参照されたい｡平野順雄｢夢
の記述…『マクシマス詩篇』｢トウイスト｣について｣(上)(下)『椙山女学園大学研究論集』第30号一第
31号 人文科学編1999-2000年｡
12.死は開いた道だ,というフレーズは｢開いた道の歌｣(SongoftheopenRoad)を意識したもの｡｢開いた
道の歌｣は,ホイットマン作『草の棄』(WalterWbitman.LeavesofGrass,1892)のカラマス詩群(Calamus)
に収められている｡
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